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龍韮 ��������� ��会場／姫路 �������ヽヽ （入 （火） 円、 ��館北 官は4時30分 1月4日（金）、11月2 学・小学生200円 ���館 

＼ � � �∴言∴∴∴（：ず： ���∴　　　　∴ 
添 ��� ��　一遍 諦／　濃鑑鵡舘　開館時間／諾蒜蒜 ��������������������まで） 4日（木） 

；∵∵∴∴ 　讃 ��� � 

観覧料／一般700円、大学・高校生4 
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方

（手帳またはミライ副D手帳画面をご提示ください）及び介護者1人は半額。
※20名以上の団体は2割引　※常設展示も観覧可

主　　催／姫路文学館
特別協力／赤穂市教育委員会市史編さん室
後　　援／朝日新聞姫路支局、NHK神戸放送局、

神戸新聞社、産経新聞社神戸総局、
サンテレビジョン、播磨時報社、
播磨リビング新聞社、
姫路ケーブルテレビ
姫路シティFM21、

毎日新聞姫路支局、

姫　路　文　学　館
HiMEJiCiTY MUSEUM OFLITERATURE

読売新聞姫路支局、ラジオ関西　　http／／www．himeJlbungakukanjp／

韻　番　燕　果　願　操　燕　崖　満　面　鞘　の　醜∴蹴
①西山松之助②西山松之助画「しぶらの花」（『しぶらの里』挿絵）③原稿「家元の研究」④『江戸名所図会』より「両国橋」（姫路市立琴丘高等学校蔵）⑤『吉原青楼年中行事』より「仲の町花盛之図」
⑧西山松之助筆茶杓記「秋の七草」⑦「勧進帳」弁慶を演じる西山松之助（昭和48年）⑧西山松之助画「椿（初嵐）」＊④以外は赤穂市教育委員会市史編さん室蔵



千利休作茶杓銘ヤハラ道惜

二間mm二」

西山松之助スケッチ

「御簾うちから見た助六」＊

西山松之助画実測調査図（湯木美術館蔵）
「珠光作茶杓銘茶瓢」＊
香雪美術館所蔵の同茶杓も展示。

、 － �／ �麗 �／； 夢 ������ � � ��醒 ○ ○ 

狙 �� � 1 � � ��� �謡 

！∴∴∵ �ト �①～④の会場はいずれも姫路文学館講堂（北館3階） 

①記念講演会「西山松之助先生に輔車して」　③展示解説会 
㊨目時／9月23日（金・祝）午後2時～3時（開場は1時30分）　　　　　　　　　　轡日時／11月6日（日）午後佃寺30分～3時（開場は1時） 

㊨講師／熊倉功夫（MiHOMUSEUM館長）　　　　　　　　　　　　　　　　鬱講師／担当学芸員鯵定員／100名（無料・当日先着順） 

轡定員／100名（無料・事前申込制）繚申込締切／9月10日（土）必着 

鐙申込方法／往復はがきHP内の応募フォームで、郵便番号、住所、参加者全員の　4琴丘高生のガイドで注戸時代にトラベル！ 
氏名、イベント名を姫路文学館まで。1件につき2名まで可。　　　　　　　～『江声名所図会』と『大和名所図会』をひもとく 

すえ ②朗読で西山桧之助にであう　　　　　謹繋認諾として人気のあった廟図会」から番地の歴史と 

∴∴：∴∴：－∴∵∵∴∴∴∵「：∴∴：∴∴：∴∴∴∴＿ 
轡日時／10月1日（土）午後1時30分～3時（開場は1時） 

鬱出演／音訳ボランティアグループサークルさえずり鐙定員／100名（無料・当日先着順） 

i識 闇雲整／i 　露頭肱 ㊧日時／10月23日（日）午後 ��　　醸握一国閉園圃／i／‾ 憂の関智－さんとともに、軽快な江戸弁と江戸っ子人情を落語で味わいます 時30分～3時15分（開場は午後0時30分）㊧会場／イーグレひめじあいめっせ � �尭熊襲学館、 ノi二褒め会i＼ ／撥襲繋薮 1，÷Lt二ニシン霊 � �： �∵： � � � 

／1°“18　腸鵬図譜 　　　　○○ ��）、のゝの家ちゝちい（声優・関智－）、立Iiiのの－（落語家）㊧定員／280名（事前申 �制・入金先着順 ��∴∴∴　㍉「 

加科／1，000円（文 ㊧申込方法／往復はガ 　申込受付後i �館友の会会員は無料）㊤申込期間／9月10日（土）～10月14日（ HP内の応募フォームで、郵便番号、住所、参加者全員の氏名、イベント名を姫路文学 入金方法を案内。入金をもって申込完了となります。1件につき2名まで可 ��富ま雪 ��講堂－一因は烹 　1、お気＼） �　　　』 �轢 � �＼ノir一一 �∴∴∴博r 　′ 　∴‾∴ 

90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ����� � � �� 

瀦　企画展「杉本博司本歌取り串本文化の伝承と飛翔」需謹 �土）一 日） 

㊧姫路市立美術館㊨℡079°222°2288 � 

照特別展「2022年播磨工芸美術展」諾藍譜 秋季特別展「はしもとみお木彫廣一カタチの生まれるところ」嵩諒 � 
金）～ 土） 

囲日銀網勘は摘草書館㊨℡079°267°0301 � 

の躍㊨闇闘闘慧崇鷲敷悪柴警砦

聞㊧聞
姫　路　文　学　館
HiMEJiCiTY MUSEUM OFLiTERATURE

ループバス停′青水橋（文学館前）日本城郭

忘憂藍三三謹皇鮭　〒670－0021姫路市山野井田84番地

藷義軍董藍　岩窟請託akukan．，。／

ア　●JR山陽電鉄姫路駅より神姫バス9101718番のりは（一部停車しない系統があります。ご確認く
ク　ださい）で乗車6分、「市之橋文学館前」下車、北へ徒歩4分。6番のりは城周辺観光ループバス乗車　　ご菜館の際の注麗㊥新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用等にご協力ください㊥展示会場の混雑を
セ　ro分、「清水橋（文学館前）」下車、西へ徒歩3分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緩和するため、入場規制を行う場合があります⑬駐車場の台数には限りがあります。公共交通機関のご利用にご協力く
ス　●山陽自動車道姫路東iCあるいは姫路囲C下車約20分●姫路バイパス中地ランプ下車約15分　　　ださい㊤状況により、変更が生じる場合がございます。最新情報を当館ホームページ等でご確認の上、ご来館ください。
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